
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ （54） 18世紀半ば、国学を大成させた人物。

□ （55）

□ （56）
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□ （59）

□ （60）
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□ （62）
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□ （64）

□ （65）

□ （66）

□ （67）

□ （68）

□ （69） 1808年にイギリスの軍艦が長崎港に侵入する事件。

□ （70）

□ （71）

□ （72）

□ （73）

□ （74）

□ （75）

□ （76）

□ （77）

□ （78）

□ （79）

□ （80）

□ （81） 西日本の諸藩は財政を立て直すために独自の改革を行い、政治的な発言力を持つようになった藩。

江戸や大阪周辺の農村を（　　）にしようとしたが、大名や旗本の強い反対にあい、改革はわずか
2年余りで失敗し、忠邦は老中をやめさせられた。

肥前藩や薩摩藩は、外国船に対する軍備を強化し、（　　　　）を建設して、大砲を製造した。

（74）は1837年、弟子など300人ほどで大商人をおそい、米やききんで苦しむ人々に分けようとした
できごと。

1841年に老中の水野忠邦が行った改革。

（　①　）令を出して、町人の派手な風俗を取り締まり、政治批判や風紀を乱す（　②　）の出版を禁
止した。

6
外
国
船
の
出
現
と
天
保
の
改
革

1825年に幕府が出した外国船に対する法律。

漂流民を引き渡そうとしたアメリカの商館を砲撃した事件。

俳句で絵のような風景を表現した人物。

俳句で農民の素朴な感情を表現した人物。

オランダ商館の医者（　　　　　）が医学塾を開いた。

外国船の打ち払いを批判する書物を書いた蘭学者の人物（2人）。

（72）が1839年に幕府によって厳しい処罰を受けた事件。

大坂町奉行所の役人で陽明学者の人物。

諸藩で（　　　　）を設け、武士に学問や武道を教え、人材の育成に図った。

町や農村で、読み・書き・そろばんなどの実用的な知識を教えた場所。

物価の上昇をおさえるために、営業を独占している株仲間に（　　）を命じた。
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新
し
い
学
問
と
化
政
文
化

ヨーロッパの解剖書を翻訳した「解体新書」を出版した人物。

オランダ語でヨーロッパの文化を学ぶこと。

19世紀はじめに、ヨーロッパの測量技術で全国の海岸線を測量し、正確な日本地図をつくった人物。

（　①　）や（　②　）は風景画に優れた作品を残した。

貸本屋が発達し、「東海道中膝栗毛」を書いた人物。

「南総里見八犬伝」を書いた人物。

19世紀はじめの江戸を中心とする庶民がにないてとなる文化。

浮世絵の技術も進み、鈴木春信が（　　　　）と呼ばれる多色刷りの美しい版画を始めた。

美人画の浮世絵を書いた人物。
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